
１．事業概要 　

２．事務事業に関わる職員数（任用形態別）

※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度（フルタイム勤務）を除く

会計年度任用職員（配置数） 6.00人 10.10人

非常勤職員 - -
合計 0.00人工 0.00人工 5.40人工 19.05人工

19.05人工
短時間勤務職員（再任用・任期） - - 0.40人工 0.00人工

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
常時勤務職員※ - - 5.00人工

千円 扶助費 58,489　千円 感染症法診療報酬等

その他 7,010　千円 報酬、報償費、旅費、需用費、使用料及び賃借料

委託料 249,252　千円 コロナ人材派遣業務委託、風しん抗体検査業務委託等

528,296 負担金補助及び交付金 83,886　千円 県医療提供体制に係る協力金等

役務費 129,659　千円 感染症法診療報酬審査支払手数料、病原体検査手数料等

千円 扶助費 101,101　千円 感染症法診療報酬等

その他 10,186　千円 報酬、報償費、旅費、需用費、使用料及び賃借料

3.54 点

令和３年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な事業内容

役務費 410,351　千円 感染症法診療報酬審査支払手数料、病原体検査手数料等

委託料 300,641　千円 コロナ人材派遣業務委託、風しん抗体検査業務委託等

1,049,205 負担金補助及び交付金 226,926　千円 県医療提供体制に係る協力金等

【参考】
令和４年度

予算額

事業費節別内訳

費　　目 予算額　（千円） 主な事業内容

保健、医療、福祉、健康などの生活環境が整い暮らしやすいこと 3.56 点 3.62 点 3.59 点

新型コロナウイルス等の感染症対策ができている
と感じますか

点 点

関連の深い「市民生活に関する意識調査結果」

市民意識調査における質問項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

点 3.03 点

2030年又は事業終了時の望ましい姿 その他の計画との関連

新型コロナウイルス感染症だけではなく、新たな感染症が流行した場
合においても、新型コロナウイルス感染症対策の経験を生かして、迅
速に体制を作り、適切な対応を行うことができる。

貢献する主なＳＤＧｓのゴール

3 すべての人に健康と福祉を

17 パートナーシップで目標を達成しよう

まちづくりコンセプト 重点施策名

■ サステナブル藤沢 ■ インクルーシブ藤沢 □ スマート藤沢 感染症対策の強化

（その理由）市民の命と健康、暮らしを守る取組であり、令和４年度施
政方針においても、最重要課題として位置づけられており、感染症対
策の強化を行うことは、持続可能なまちづくりを行うことに繋がるため。

指針体系コード

1-3-11

事業目的
及び

必要性

公衆衛生の向上及び増進を図ることを目的として、県及び保健所設置市が、感染症の発生を予防し、まん延の防止を
図るために実施することが法令で定められている。

対象 １．個人 市民 438,968 人

根拠法令等

藤沢市市政運営の総合指針２０２４及び長期的な視点（ＳＤＧｓの視点）

法律等 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

新型コロナウイルス感染症やその他感染症から市民の健康を守るため、感染症の予防及び感染症の患者に対する医
療に関する法律に基づき、感染症の罹患予防やまん延防止に向けた健診（検診）、保健指導及び感染症発生動向調
査等の予防事業を推進する。併せて情報の収集・提供を行うことにより、普及啓発を図る。

課等の長 幸田　吉史 電話 7175

事業開始年度 平成 18 年度 終了（予定）年度

目 05 細目 002 説明 01

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート（令和３年度分） No. 1

事務事業名 感染症対策事業費 担
当
課

部課名 健康医療部保健予防課

予算科目コード 会計 01 款 05 項 01

未定 年度 事業の性質 法定受託事務

事業概要



３．事業実施内容・成果

４．コスト分析

行政費用（フルコスト） A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額
④その他 ( )

B
(3)現金を伴う収入 （千円）

C

D

⑤その他 ( )
(4)現金を伴わない収入 （千円）

収支差額（純費用）Ａ－B E

F
１単位あたりの総費用　A/F　（円）

市民１人あたりの負担額  E/人口　（円）

受益者負担率　　　(C+D)/A　（％） 0.00 0.00 0.00 0.00
※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員給与合計」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

- -

140.87 429,317 147.22 433,060 198.06 435,121 1,117 438,968

分
析
指
標

項目

- -

単位 単位 単位単位

60,476 63,756 86,180 490,228
収入未済増減額 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

0 0 2,155 52
④県支出金 0 0 35,699 433,253

収
　
入

行政収益（事業収入） 13,105 27,728 312,864 792,170
13,105 27,728 312,864 792,170

0
③国庫支出金 13,105 27,728 275,010 358,865

①分担金及び負担金　 0 0 0 0

②使用料及び手数料 0

0 0 0 0

0 0 0 932

-539 44 -20 42,408

0

-539 44 -20 43,340

47,225 157,619

0 0 0

45,705

③退職金相当額

②会計年度任用職員の報酬等 0 323 8,053 24,274
2,346 2,888 2,705 7,961

0

人件費合計（①＋②＋③） 48,181 48,916 57,983 189,853

事業費（支出済額） 25,939 42,524 341,081 1,049,205

償還金利子 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 45,835

73,581 91,484 399,044 1,282,398

74,120 91,440 399,064 1,239,058

数値で表せない効果

本事業は、対応や支援等をした内容が成果となるため、目標数値を設定する性質のものではない。

コ
ス
ト

　年　度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

支
　
　
出

成
果
実
績

新型コロナウイルス感染症患者公表数 人 ― 8 2,138 24,693

実績値 備　考指　標　名 単位 実績値 実績値 実績値

2,816

結核相談及び検診件数 件 1,711 1,731 1,127 1,151

地域療養の神奈川モデル委託療養者数 人

活
動
実
績

指　標　名 単位
平成３０年度 令和元年度 令和２年度

実績値 実績値 実績値

― ― 11

①新型コロナウイルス感染症への対応
②被感染者の早期発見のための接触者健診の実施
③患者の家庭を訪問し、不安の軽減や療養支援等の指導相談
④患者家族等から喫食、行動状況、衛生環境及び患者周囲の発病者の有無などを調査し、必要に応じた検査の実施
⑤市内の医療機関等から報告された患者発生情報や病原体検出情報による感染症発生動向把握及び全国の患者発
生状況の把握、速やかな医療機関、学校関係組織や他の自治体等への情報提供
⑥その他感染症への対応、風しん抗体検査業務の実施

参　考

本事業は、対応や支援等をした内容が成果となるため、目標数値を設定する性質のものではない。

令和３年度
備　考

実績値

成
果
目
標

指　標　名 単位
平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

備　考
目標値 目標値 目標値 目標値

令和３年度
事業実施

内容



５．事務事業を進めていく上での課題と課題解決の取組

６．事務事業の特徴

① 法的根拠

ア＝法令等の根拠はないが、市の裁量により実施するもの（イ～オ以外）

イ＝市の条例等で規定されている事業

ウ＝県の条例等で事業の実施について推奨・規定されているもの

エ＝国の法律で事業の実施について推奨・規定されているもの

オ＝法律等により、事業の実施が義務付けられているもの（市に裁量の余地がないもの）

②事業実施の位置づけ（市民へのサービス提供状況）
ア＝国、県、他自治体や民間等も、市内や近隣市町村で市民が利用できる同種のサービスを提供しているもの

イ＝国、県、他自治体等も、市内や近隣市町村で市民が利用できる同種のサービスを提供しているもの

ウ＝国、県、他自治体等も同種のサービスを提供しているが、一部のサービスは本市のみが提供しているもの

エ＝本市のみがサービスを提供し、よりよい生活環境の実現、地域の発展、市民生活の向上を目的とするもの

オ＝本市のみがサービスを提供し、生活基盤の維持・確保、市民の権利維持・安全確保を目的とするもの

③ 事業期間
ア＝恒久的に実施するもの

イ＝年限の定めのないもの

ウ＝時限的に実施する事業で、終了まで５年以上あるもの

エ＝時限的に実施する事業で、今後２～４年で終了するもの

オ＝時限的に実施する事業で、本年度で終了するもの

④ 事業費…令和３年度支出済額
ア＝300,000千円以上

イ＝100,000千円以上～300,000千円未満

ウ＝30,000千円以上～100,000千円未満

エ＝5,000千円以上～30,000千円未満

オ＝5,000千円未満

⑤ 一般財源比率…事業費に占める一般財源の割合
ア＝８０％以上

イ＝５０～８０％未満

ウ＝３０～５０％未満

エ＝１０～３０％未満

オ＝１０％未満

⑥ 固定的経費比率…行政費用（フルコスト）に占める固定的な経費の割合
ア＝１０％未満

イ＝１０～３０％未満

ウ＝３０～５０％未満

エ＝５０～８０％未満

オ＝８０％以上

(3) 事業の種類 (4) その他の事業特性

１．市民等サービス

今後の感染再拡大に備えるため、国の事務連絡等をふまえ、外部委託の積極的活用により、新型コロナウイ
ルス感染者等の情報把握・管理・療養証明書の発行及び医療機関の問い合わせなど、市民に必要な手続き
を遅滞なく、円滑に遂行していく体制を構築する。

(1)
事
業
の
性
質

○

(2)
財
政
的
な
特
徴

○

○

○

○
○

(1)
令和２年度末時点

の課題

感染が拡大する新型コロナウイルス感染症への対応と、まん延防止の取組の推進。

(2)

(1)解決の
ための

令和３年度の
取組

新型コロナウイルス感染症について関係各所と連携した感染予防対策の普及・啓発及び神奈川モデルを基本
とした患者対応と神奈川県との連携。

(3)
令和３年度末時点

の課題

第5波（令和3年7～8月）の状況を受けて次の感染拡大に備えた体制強化を図ったが、第6波（令和4年1月中
旬以降）オミクロン株の想定以上の感染再拡大を受け、保健所業務がひっ迫し、新たな保健所体制の整備が
求められている状況にある。

○

○

(4)

(3)解決の
ための
今後の
取組



７．事務事業を取り巻く環境の現状と今後の予測

８．事務事業の評価と今後の方針

９．部長確認欄

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

評
価

新型コロナウイルス感染症の患者等について療養対応及び感染拡大状況に対応した積極的疫学調査を適切に行い、市民の健
康を守り、まん延の防止が図られた。
結核やその他の感染症の発生予防と患者からの二次感染の防止を図り、市民の健康を守ることができた。

今
後
の
方
針

まちづくりテーマ 　①　安全で安心な暮らしを築く

事業の方向性 　現状維持
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づき、新型コロナウイルス感染症について、感染状況や国・
県の動向を注視しながら関係各所と連携を図り、患者対応及びまん延防止の取組を推進する。また、結核対策事業を進めるとと
もに、その他の感染症の発生予防と二次感染を防ぐため予防事業を推進していく。

社
会
情
勢
等

新型コロナウイルス感染症は、二類感染症相当に位置づけられている。令和3年度においては、未知の病気であった当該感染症
について、株ごとの特性も明らかになり、その特性に合わせた対応がとられるようになった。現在当該感染症について収束が見込
めない状況ではあるものの、ワクチン接種や治療薬の開発等が進み社会経済的にも共生（ウィズコロナ）の流れに大きくシフトし
ている状況がある。
一方、ワクチン接種後の時間経過により免疫の効果が下がっていくことや、オミクロン株も新しい系統に置き換わっていく可能性
があり、7月以降は感染者数の増加が懸念されること、今後も特性の異なる新しい変異株発生が想定されること、治療薬が安定的
に供給されていないことなどが社会的に課題となっている。

他
市
等
の
事
例

市
民
ニ
ー

ズ

把握方法

関係部局、医師会、県及び保健所設置市等関係団体との連携会議、その他コールセンター等での情報把握。

把握内容

・自宅療養に係る疑問への速やかな対応と解決
・ハイリスク者への迅速な積極的疫学調査の実施及び対応
・社会機能維持者への行動制限や陽性者発生施設への運営制限を最小限とした感染対策による社会活動の維
持
・新型コロナウイルス感染症についての不安解消

対応等

・新型コロナウイルス感染症対応の神奈川モデルを中心とした自宅療養者のサポート
・医師会と連携して地域療養の神奈川モデルによるハイリスク者の自宅療養サポート
・オミクロン株の特性や施設等の機能維持も勘案して対応した積極的疫学調査等
・保健所内専門職や外部専門職の活用による陽性者対応


